
国
立
劇
場
の
さ
よ
な
ら
公
演 

 

大
塚 

喜
子  

 

三
宅
坂
の
「
国
立
劇
場
」
が
建
て
替
わ
る
と
聞
い
た
。
築
六
十
年
で
取
り
壊
す
の
は
何
と
も
勿
体

な
い
。
幕
見
は
な
い
が
、
観
劇
料
が
歌
舞
伎
座
よ
り
三
割
安
い
の
が
有
難
い
。 

 

新
た
な
「
国
立
劇
場
」
が
７
年
後
の
２
０
２
９
年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
三
宅
坂
界
隈
は
ホ
テ
ル

や
大
使
館
も
並
ぶ
、
わ
が
国
最
大
の
文
化
拠
点
に
な
る
と
か･･

･･

？  

 

然
ら
ば
、
サ
ヨ
ナ
ラ
公
演
の
「
義
経
千
本
桜
」
を
観
よ
う
と
夫
を
誘
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
気
に
な

る
ら
し
く
「
自
分
は
７
年
後
に
行
く
ョ
」
と
い
う
。
７
年
後
の
我
々
夫
婦
な
ん
て
想
像
で
き
な
い
（
私

は
兎
も
角
と
し
て
？
）
一
人
で
行
く
こ
と
に
し
た
。
お
上
か
ら
頂
戴
し
た
１
０
万
円
の
お
宝
が
財
布

の
中
で
出
番
を
待
っ
て
い
る
。 

  

三
宅
坂
駅
か
ら
国
立
劇
場
に
至
る
１
０
分
程
の
道
を
歩
き
だ
し
た
。
紬
の
裾
は
気
持
ち
よ
く
捌
け

る
の
に
、
草
履
の
鼻
緒
が
き
つ
く
て
、
痛
い
。
無
理
も
な
い
４
年
ぶ
り
の
（
お
め
か
し
）
だ
。
こ
れ

も
，
あ
れ
も
、
コ
ロ
ナ
が
悪
い
の
だ
。 

最
高
裁
判
所
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
一
休
み
。
畏
敬
の
念
で
「
法
服
の
王
国
」
見
上
げ
る
と
、
痛
み

が
ス
ー
と
消
え
た
。
更
に
進
ん
で
外
壁
が
校
倉
造
り
の
国
立
劇
場
に
辿
り
着
い
た
。
確
り
と
見
納
め

よ
う
と
位
置
を
変
え
な
が
ら
、
ス
マ
ホ
で
シ
ャ
カ
・
シ
ャ
カ････
･

。
撮
り
鉄
の
気
分
だ
。
横
で
高
齢

男
性
が
腕
組
み
を
し
て
静
か
に
建
物
に
見
入
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
夫
と
一
緒
に
来
な
か
っ
た
こ

と
を
悔
や
ん
だ
。 
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• 

 

杵
の
音
が
入
っ
て
、
目
を
閉
じ
る
と
、
清
元
が
語
り
だ
し
た
。 

「
恋
と
忠
義
は
い
ず
れ
が
重
い 

掛
け
て
思
い
は
計
り
な
や
～
」
浄
瑠
璃
と
の
掛
け
合
い
が
始
ま
っ
て
、

目
を
開
け
る
と
、
吉
野
山
の
桜
を
背
に
し
た
、
菊
之
助
の
忠
信
と
時
蔵
の
静
御
前
が････

。
私
の
涙

腺
は
制
御
不
能
に
な
っ
た
。 

 

七
年
前
、
国
立
劇
場
の
こ
の
辺
り
の
席
か
ら
、
母
と
一
緒
に
見
た
の
は
中
村
吉
右
衛
門
の
忠
信
と

坂
東
玉
三
郎
の
静
御
前
だ
っ
た
。
そ
の
母
も
吉
右
衛
門
も
今
は
亡
き
人
に
な
っ
た
。 

 

コ
ロ
ナ
明
け
の
劇
場
内
は
正
月
の
よ
う
な
華
や
か
さ
だ
。
財
布
に
未
だ
お
宝
が
タ
ッ
プ
リ
残
っ
て

い
る
。
来
月
は
二
人
揃
っ
て
歌
舞
伎
座
で
の
十
三
代
目
・
市
川
團
十
郎
の
「
助
六
」
と
「
勧
進
帳
」

を
観
る
と
決
め
た
。
夫
に
有
無
は
言
わ
せ
な
い
。 
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